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　 　　　　　　　　　　　　　 　　　Summary

　Effects　of 　defol孟ation 　and 　fruit　thinning 　on　the　occurrence 　Qf 　watercore 　fnlit　jn　Japanese　pear
（PyrtLs　pyrヴ∂距ρ Nakai）

‘Hosui’were 　examined ．

　1．Defoliation　significantly 　reduced 　the　occurrence 　of　watercore 　fruit．　However，　at 　harvest，　the

fruit　were 　small 　and 　had　a　green　ground　color ．　Furthermore，　they　had　a　lower　speci 正ic　gravity

and 　soluble 　so 夏ids　concentration ，　and 　firmer　flesh　than　those　of 　the　controL

　2．Trees　which 　were 　thinned 　excessively ，　leaving　only 　2，4and 　8　fru辻s　per　m2 　canopy ，　had　a

higher　incidence　of　watercore 　fruit．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　The　fruit　at 　harvest　were 　larger　than　those 　of　the　control，　 which 　had　12　fruits　per　m 　 canopy
，

but　they　had　lower　specific 　g：ravity 　and 　greener 　ground　color ，

　Watercore　occurred 　especially 　around 　the　stalk 　cavity 　and 　below　t』e　 skin ；these　symptoms 　are

similar 　to　those　of　fruit　produced　under 　abnormal 　climate 　conditions 　such 　as　a　cool 　summer ．

　Thus ，　watercore 　of 　Japanese　pear
‘Hosui’is　 considered 　to　be　caused 　by　higher　 source −sink

ratio 　 of 　the　tree．

Key 　Words ： Japanese　pear，　watercore ，　defoliation．　thinning，　source −sink 　ratio ．

緒　 言

　ニ ホ ン ナ シ の みつ 症組織部 ， 細胞間隙や細胞質に は ，

健全 部 に 比 べ て ソ ル ビ トール が多 く含 まれ る （山木，

ユ982＞，ソ ル ビ トール は バ ラ科植物に 多 く含 まれ る糖
一

ア ル コ
ー

ル で ，葉 で 合成 さ れ て 果実 へ 転 流 され る

（Marlow ・Loesher
，

1984）．み つ 症 組織部，細胞間隙 に

ソル ビ トール が多 く含まれ る原因 と して は，葉より転流

し て き た ソ ル ビ トール が 果肉細胞内 に 取 り込 まれ ずに 細

胞間隙 に 蓄積 した か，ま た は
一

旦 は 細胞 内 に 取 り込 ま れ

な が ら ，
フ ル ク トース や グ ル コ ース に 転換 されず に，細

胞 よ り浸出 し た と考 えられ る （山木，1982）．従 っ て
，

み つ 症発生 に は葉 に おけ るソ ル ビ トール の 生合成 と果実

へ の 転流 ，
ソ ル ビ トール の 果肉細胞内へ の 取 り込 み とソ

ル ビ トール か ら フ ル ク ト
ー

ス や グ ル コ ース な どへ の 転換，

ま た は 果肉細胞壁 や 細胞膜 の 活性等 ， 主 と し て source −

sink の 関係が み つ 症発生 に か か わ っ て い る もの と考え

られ る．事実 リン ゴ で は，Marlow ・Loesher （1984）は

高い source −sink 比 が み つ 症発生 の 要因と な る こ と を明

ら か に して お り，Perring（1971＞ は み つ 症発生 の
一

要

因 として ，強度 な摘果 をあげて い る．こ の よ うに リ ン ゴ

で は source −sink 比 とみ つ 症発生 と の関係が報告 され て

い る が，ニ ホ ン ナ シ で は 研究事例 が 見 られ な い ．

　これ ま で に筆者 ら （佐久間ら，1995b）は，ニ ホ ン ナ

シ 豊 水
’
の 樹体および果 実を ビ ニ

ー
ル に よっ て被覆す る

とみつ 症発生 が 助長 さ れ，こ れ は 高温 に よ る果実肥大 と

成熟促進 の た め と報告し た，一方現地調査結果 か ら， 単

位面積 当 た りの 葉数 が 多く，新梢伸長が旺盛な園や著 し

く着果を制限 して 果実肥大 を促進 し た樹で み つ 症発生 が

多 い こ と を認め （佐久 間ら ， 1995a），みつ 症 と source ・

sink 比 と の 関 係 を示唆 した．

　そ こ で ，本研究で は 摘葉 ・摘 果 処理 に よ り source −

sink 比 を人 為的に 変え て み つ 症発生 と の 関係 を検討す

る と と もに，み つ 症 発 生 の 原因解明 と耕種的防止法 を確

立 し ようと した．
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摘 葉 処 理

　1989 年 ， 旧茨城 県園芸試験場 〔茨城県阿見町〉 に 植
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栽 さ れ た 17 年 生 ニ ホ ン ナ シ
‘
豊水

’
（Pyrusρyr承疵 α

Nakai ＞ 4樹 を供試 し た．6 月 16 日 に 果そ う葉以外 の す

べ て の 葉 を新梢ご と摘除 した．ま た
， 翌年 7 月 4 日 に前

年摘葉 し た 1 樹 に 対 し，同様 の 方法 で 再度摘葉処理 を実

施 し た．着果量 は，処理
・
無処理樹 とも に樹冠面積 l

m2 当 た り 12果 に そ ろ え た．

　 さ らに 摘葉時期がみ つ 症発 生 に 及 ぼ す影響 を検討する

た め に
，

’9〔〕年 に 正8 年生 豊 水
’
を供試 し，主枝単位 で 5

月 io 日摘葉，7 月 17 日摘 葉 ， および無処理 区 を設 け た．

摘葉 の 方法 は，前述 した ように 果そ う葉の み を残し，他

のすべ て の 葉を新梢 ご と摘除 し た ．

摘 果 処 理

　
’91 年旧茨城 県園芸試験場 （茨城県阿見町） に 植栽 さ

れ た 19年生
‘
豊 水

’2 樹を供試 し
， 樹 冠 面積 1m2 当た り

12果の 対照区 （標準着果） に 対 し，樹冠面積 1m2 当た

り 4 果 の 強摘果 区 （少 着果） を各 1 樹設 け た，摘果 は 満

開後 22 日 に 予 備 摘果，満開後 64 凵 に 仕上 げ摘果 を実施

し，所定の 着果量 に 仕⊥げた．

　 さ ら に 同
’91 年 に み つ 症 が例年著 し く多発生 し て い る

現地 （茨城県 下 妻市）の
‘
豊水

’
高接 ぎ ll 年生樹を供試

し，樹冠面積 1m2 当 た り 12果 の 標準着果区 と樹冠面積

1m2 当た り 8 果の 強摘果区を樹単位 に 設け た．

果 実 の 品 質 評 価

　 果実 は ，およ そ 満開後 140 日 （収 穫 始期），150 日

（盛期），
160 日 （終期）に ，1樹 当た り 30果 を無作為に

抽 出 ， 収穫し た．果実品質 は 果実重，果肉比重，地色，

硬 度，糖度 （Brix），酸度 に つ い て 調 査 し た．比 重 は 空

気中お よび水中で の 果実重 を測定 し ， 水中で の 浮力を求

め て 算出 した．地色 は農林水産省果樹試験場作製 の カ ラ

ーチ ャ
ートを基準 に して 表示 し た．硬度 は マ グ ネ ス テ ー

ラー型果実硬度計 に より，糖度 （Brix）は屈折糖度計，

酸度 は pH 計に よ っ て それ ぞ れ測定 し た．

み つ 症 の 評 価

　み つ 症発生程度 に つ い て は，果実 を梗 あ部，赤道部 ，

蒂 （て い ）あ部 の 3 ヵ 所 で 横断 し，各切断面 の み つ 症を

次の み つ 指数基準に従 っ て 評価 した．

み つ指数 0 ：健全 な もの お よび果芯部 か ら放射線状に出

　　　　　 て い る う っ すら と し た み つ 症状様 なもの ．

み つ 指数 1 ：栄皮直 ドに う っ す ら と した み つ 症状 が 認め

　　　　　 られ るか
， また は lcm2 未満の 境界明瞭な

　　　　　 み つ 症状 が 認 め られ る．

み つ 指 数 2 ：1cm2 以 Lの透明 で 境 界明瞭 なみ つ 症状 が

　　　　　 認 め ら れ る か，ま た は み つ 症状 の 小斑点 が

　　　　　 切 断面の か な りの 面積を占め る，

み つ 指数 3 ：2 の 症状 が さらに拡大 して，梗あ部 ・蒂あ

　　　　　 部 で 切断面 の 1／4以 E
， 赤道部 で は 1／8 以

　　　　　 上 の 境界 明瞭な み つ 症状 が 認め られ る （第

　　　　　 1図）．
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Fig．　L　Japanese　pear

’Hosur　fruit　showing 　various 　degrees　of

　　watercore ，　Numerals 　in 重he　figure　 represent 　watercore 　in−

　　
dex．0＝healthy．1＝slight 　inlury2；moderate 　injury．3＝

　 sev 巳 re 　injury．　Fruits　with 　the　index　of　2　and 　3　have 　no 　com −
　 meFcial 　 value ．

　い ずれ か の 切断面に み つ 指数 3 の 発生 が み られ る場合

は 3， す べ て の 切断面 で み つ 指数 2 以 下 の 場 合は 平均 し

た値 （小 数点以下切 り上げ） と し ， み つ 指数 2，3 をみ

つ 症重症果 と し た．

　平均 み つ 指数 は

Σ （各み つ 指数 × 発生果数）÷ 調査総果数

　重症果発生率 は

重症果数 × 100÷ 調査総果数

の 式 か ら算 出 し た．

結　　果

摘 葉 処 理 と み つ 症 発 生 と の 関 係

　摘葉処 理 に よ っ て 果実 は 1 年目に 20〜40g
，

2 年 目に

は 100g 程度小 さくな っ た．地色値 は
’90年摘葉区が小

さく，や や 成熟 が抑制され た．比重 は 大 き な 差 で は な い

が摘葉区が や や高か っ た．果実硬度 は摘葉区が や や高 か

っ た．糖度は 無処理区 が ユ％ 程度高か っ た （第 1 表）．

　み つ 症発生 は，
’89 年 の 満 開後 144 日 で は ほ と ん ど差

が み ら れな か っ たが ， 158 日 に は み つ 症重症果発生率 が

無処理区の 平均 11，7％ に対して ，摘葉 区 は 1．7％ と 少 な

か っ た，
’90年も同様に 満開後 150

，
160 日 と もに摘葉区

に お い て み つ 症重症果 の 発生 が 少 な か っ た （第 1表）．

　摘葉時期が 早 い 区で み つ 症発 生 が 少 な か っ た が
， 大 き

な 差 で は な か っ た．す な わち満開後 157 日 で は 差 が み ら

れず，満開後 164日の み つ 症重症果発生 率 は 5 月摘葉区

の 6．7％ に 対 し て ，7 月摘葉 区は 10，0％ ， 無処 理区 は

13．3％ と な っ た （第 2 図）．

摘 果 強 度 と み つ 症 発 生 と の 関 係

　
’89 年 9 月 20 日 に 17年生

‘
豊水

’1樹 を供試 し
， 樹上

の すべ て の 葉を摘除 した結果 ， 二 次伸長 し，年内 に一
部

開花 し，大半の 花芽 が 枯死 し た．翌 年 こ の 樹 は 樹冠面積

1m2 当 た り 2 果 し か 着果 し な か っ た。こ の 果実 は 大き
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Table 　1．Effect　of　defoliation　on　fru正【quality　and 　the　occurrence 〔｝f　wa 【ercore ．

Treatment …
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謡 、，s ・、，， 躑
pH 階

c ° 「e
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丐、
63100

Control1989 　　 144
　 　 　 158
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墨
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Tabk 　2．　蓋ntcracti   n　between　defohation　in 巳he　previous　year（1989）and 　severe 　fruit　thinn 洫g　on

　　 f・。itq・・Liヒy ・・d ・… π ・n・e ・fw ・ t・・c ・・ef ・・iti・ 1990Y．

TreatmentFruit 　　　 Specific　Ground　Hesh 　　　　 Brix　 pH 　Watercore　 Fruits　with　sevcre
w ，igh・ （9） 9・a・ity ・・1・・ fi・m ・ … 〔kg）　 ’

［％）　 　 i・d・・ 　 w ・ 1・・… e （％ ：［

　 　 　 ZThinningControl
弱 5　　　　　0．996　　　　3，9
417 　　　　1．015 　　　4．4

34 12．8　　4．69　　　　1．70
13．3　　4．70　　　 D．47

53、36
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　Data　were 　rec〔｝rded 　l60　day〜 after　full　bloom．
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　　　　 10May　17Juiy　Cont．　　 10May 　l7July　Cont．

　 　 　 　 Harvested 　at　157days　　 Harvested 　at　164days
　 　 　 　 after 　full　bloom　　　　　 after 　fuUblloom

Hg ．2．　Effect　ef　times　of 　defoliating　on 　the　occurrence　of （A ）se−

　 vere 　watercore 　in　Japanese　peaピ Hosuゴ and （B ）watercore

　 index．

　　Open 　oolumn ： oontrol
，　tree　not 　defohated： solid 　 column ，

　　tree　defo巨ated 　on 　lO　May ；semi−soUd 　 colu   ，　tree　 def。且・

　　ated 　on 　17　July．
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F電．3．Fr由t　 of　Japanese　pear

卜Hosui’exhibiting 　 watercole

　　、au ，ed 　by ・ev ・ ・e　t丗nni ・g，　leavi・g　tw ・ f・・itS　P・・ 1m2

　 　 canopy ・

鸛

〈，地色値の 増加 が 進 まず，果色 が 緑色 の ま ま で あ っ た ．

ま た ， 果実比 重が無処理区 1．015 に 対 し
， 処 理 区で は

0．996 と低下し た．み つ 症は，無処理区 の 重症果発生 率

が 6．7％ に 対 し，処理区で は 53，3％ と 著 し く発生 し た

（第 2 表）．症状 は梗あ部周辺 に 多 く，果皮直下か・ら全面

に 広 が っ て い た （第 3 図）． こ の み つ 症の 様相は，地色

値が小 さく着色 が 進 ま な い ま ま に 果肉先熟 と な る ， 冷夏

年に異常発生 し たみ つ 症 の様相 に 似 て い た．

　’91年に は ， 樹冠面積 1　m2 当た り 4 果 に 強摘果 し た区

の 果実は満開後 152 日で 比 重 が低く ，
み つ 症重 症 果 が

40％以上 と多発生 し た （第 3表〉，現地 （茨城県下妻市）

で の 結果も同様で ，満開後 146 日 に お い て 強摘果区 の 果

実は大きく， みつ 症重症果が 36、7％ と多発生 し た （第 3

表）．
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考 　 察

　 ニ ホ ン ナ シ の みつ 症 は 果実成熟 の
一

過程，過熟現 象 で

あり， 細胞壁 の 崩壊と光合成代謝産物 で あ る ソル ビ トー

ル の 細胞間隙へ の 浸出で ある こ とが明 ら か に され て い る

（山木，1982）．ニ ホ ン ナ シ 豊 水
’
で は

， 例年 で も満 開後

150日を過 ぎた カ ラ
ー

チ ャ
ート地色 5の 過熟果 に は，み

つ 症 の 発生 がみ られ る （長門 ら，1982）．し か し，7〜8

月 が 低 温 の 年 に は 成 熟 前 の 果実 に 異常 に 発 生 す る （松浦

・青木， 1981）．

　 ニ ホ ン ナ シ の み つ 症発生 は，根 の 障害 （長柄 ，
1989 ；

田 辺 ，1992） や エ チ レ ン の 生 成 （Greene ら， 1977），

カ ル シ ウ ム の 減 少　（川 瀬 ・
関 本 ，

1991　 ； Marlow ・

Loescher ，1984 ；Perring，1984；田 中 ら
，
1992）等と の

関連 性 が 多 く報告 さ れ て き た．そ の 中 で 川 瀬 ・
関 本

（1991）や 田 中ら （1992）は ， カ ル シ ウ ム 剤に よ っ て
‘
豊

水
’
の み つ 症 発 生 を抑制する こ と が で き ると報告 し た．

ま た，筆 者らは ジ ベ レ リ ン と 豊 水
’
の み つ 症発生 との 関

係を検討 し （佐久間 ら， 1995b ；梅谷 ・佐久間，1993），
ジ ベ レ リ ン 生 合成阻害剤 で ある パ ク ロ ブ トラ ゾ ー

ル

（PP −333）がみ つ 症 発 生 を効率的 に 抑制す る こ と を明 ら

か に し た，しか し，カ ル シ ウ ム 剤の み つ 症抑制効果 は 不

安定 （梅谷
・
佐 久間 ， 1993）で あ り，ま たパ ク ロ ブ トラ

ゾー
ル の ナ シ に 対す る適用 は現 在未登録 の た め 実用化 さ

れ て い な い ．そ こ で，耕種的防止法 の 検討 ・確立 が 必 要

で ある．

　従来 ，高接 ぎ更新樹 で樹齢が 進 み，樹勢 が 低 下 し た 樹

に み つ 症発生 が 多 い こ と が 経験的 に 知 ら れて い る （大友，

1983），しか し ， 着果量 や 果実肥大 とみ つ 症 発生 の 関係

は 明 ら か で な か っ た （大友，1983）．筆者 ら は
， 現地調

査 か ら
‘
豊 水

’
の み つ 症 は 単位面積当た りの 葉枚数 が 多く，

新梢伸長 が 旺盛な樹 や著し く着果 を制限 して 果実肥大を

促進 し た 樹 で 発生 が多い こ と を認 め
， み つ 症 と source −

sink 比 と の 関係を示唆 し た （佐久間 ら， 1995　a），

　 リン ゴ に お い て は，高い source −sink 比 が み つ 症発生

の 要因と な る こ と が 明 ら か に さ れ て い る （Marlow ・

Loesher
，
1984；Perring，ユ971）． し か し ，

ニ ホ ン ナ シ

で は source −sink 比と み つ 症発生 との 関係は検討 さ れ て

い な い 。そ こ で 本報 告 で は 摘葉お よ び摘果処理 に よ り

source −sink 比 を人為的 に変え て み つ 症発生 との 関係 を

検討した ．

摘 葉 処 理 と み つ 症 発 生 と の 関 係

　果そ う葉を残 して 他 の 葉 を新梢 ご と摘除 した 結果，み

つ 症発生 が抑制さ れた ，リ ン ゴ や 西洋 ナ シ で は
， 夏季剪

定 に よ っ て 果実内の カ ル シ ウ ム 含量 が 増加 し、種 々 の 果

肉障害が 減少する こ とが報告され て い る （Forshey ら，
1992）．また

， 高辻 ・青葉 （1984） は ニ ホ ン ナ シ
‘
長十郎

’
で 新梢伸長 を抑制 し た 結果，果実 へ の カ ル シ ウ ム 転流

が 増加 して硬化障害発生率が 低下 し た こ と を認 め て い る，

さ ら に 多比 良 ら （1995） は
， 夏季剪定 が ニ ホ ン ナ シ 豊

水
’
の み つ 症発生 を抑制 す る こ と を報告 し て い る．こ れ

ら の こ とか ら，本実験 で 新 梢 ご と摘葉 し て み つ 症 発 生 が

抑制 され た の は
， 果実へ の カ ル シ ウ ム 転流 が 増加 し た 結

果 と考 えられ る，

　 カ ル シ ウ ム は，細胞 内に お い て カ ル モ ジ ュ リ ン と 結合

し て細胞の シ グ ナル 伝達な どを と お し て，様 々 な 生理作

用を調節する 2 次 メ ッ セ ン ジ ャ
ーと し て の 働 きを持 つ

（Albertsら ，
1994）．田 中ら　（1992）は カ ル モ ジ ュ リ ン

阻害剤処理 に よ っ て
‘
豊水

’
の み つ 症発生 を助長 し，Ca −

EDTA 処理 に よ っ て 抑制 し た と報告 し て い る．

摘 果 強 度 と み つ 症 発 生 と の 関 係

　樹冠面積 1m2 当 た り 2 果 と着果量 が 極端に 少 な い 樹

の 果実は著 し く大き く，地色 が 進 まず，果色 が 緑色 の ま

ま で あ っ た．また，果肉比重が低下 し，み つ 症 が 著 し く

発生 し た．こ れ は 地色値 が小 さ く着色 が 進 まない ま ま，

果肉先熟 と な る冷夏年の 異常発生 の 様相 に 似 て い た．さ

らに
， 樹冠面積 1m2 当 た り 12果 の 標準着果に対して 4

果 また は 8 果と強度な摘果を行 っ た結 果 ，著し くみ つ 症

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学 雑．（∫．Japan．　Soc、　Hort．　Sci．）67（：3）：381−385．1998． 385

が 発生 し た，み つ 症重症果 を多発 （50％以上）し て い る 現

地下妻市 の 園 は，例年樹冠面積 1m2 当 た りの 着果数が

3〜4 果と 強摘果を行 っ て お り（佐久間 ら，1995　a），
こ の

こ と か ら も摘果強度 とみつ 症発生 と の 関係 が示唆 され る．

　県下 20園で の 樹 冠 面積 1m2 当た りの 着果数 と葉果比

の 関係 を求 め た と こ ろ （佐久間 ら ，
1995a），両者 に 有

意 な相 関が 認 め られ た．回帰式 は 葉果比＝93．243−3．863

×樹冠 面積 ユm2 当 た りの 着果数 （r＝0．678，5％ 水準で

有意差有り）で ，こ の 回帰式 か ら推定する と ， 樹冠面積

1m2 当 た りの 着果数 12 果 は 葉果比 46，8，8果は 62．3，

4 果 は 77，7 と な る．た だ し ， 樹冠面積 1m2 当 た りの 着

果数 4果 に お け る葉果比 77．7 は や や 小 さす ぎ る よ う に

考え られ る，

　摘葉処理 に よ っ て ， 果実比重 お よび硬度が 高くな り，

糖度 が低下 して 成熟が抑制 され た．一方強摘果処理 に よ

っ て ，地色値は小 さい が 比重 お よ び 硬 度 が 低 下 し，糖度

が高 まり成熟 が促進された．み つ 症発生 は 成熟度 と密接

な 関 係 が ある こ と か ら，成熟が抑制 され た摘葉処理 で み

つ 症発生が抑制され ， 成熟 が 促進 され た 強摘果処理 で み

つ 症 発 生 が 助 長 され た と考 え ら れ る．ま た Shear

（1975）は
，

リ ン ゴ で 着果制限 に よる果実肥大促進 とみ

つ 症発生 に 関係 の あ る こ と を認 め ，
Marlow ・Loesher

（1984）は ， 高 い source −sink 比が果実 の 成熟を促進する

た め に み つ 症発生 を助長す る と考察 し た．

　 また，急激な 生長 は 果実 内へ の カ ル シ ウ ム の 取 り込み

を低下 させ
， 各種 の 生 理 障害 の 発生 を助長する こ とが報

告 さ れ て い る （Bangerth，1979 ；Marlow ・Loesher ，

1984；Shear，1975）。こ の こ と か ら，本実験 の 強摘 果に

よ る み つ 症発生 は
， 果実 の 急激 な肥 大 に よ っ て カ ル シ ウ

ム の 吸収蓄積が抑制された結果 と考 え られ る．

　 以上 の よ うに，ニ ホ ン ナ シ 豊 水
’
の み つ 症発生 は，高

い Source−Sink比 に より生 じ る こ とが 示唆 さ れ た．

摘　 要

　ニ ホ ン ナ シ 豊 水
’
の み つ 症発生 に 及ぼ す摘葉 ・摘果強

度 の 影響を検討 し，以下の 結果 を得 た．

　1，摘葉処理 に よ っ て，み つ 症発生 は 抑制 され た，摘

葉は果実肥大 ， 着色 お よ び成熟を抑制 し た．こ の 果実 は

果肉比重 ・硬度 が や や 高 く，糖度 が 若干低下 し た，

　2，樹冠面積 1m2 当た り 12果 の 標準着果 に 対し，2

果，4 果 ま た は 8 果 と強度 な摘 果 を行 っ た過 少着 果区

‘
豊水

’
で は，み つ 症 が 多発 し た，こ れ ら の 果実 は大き く，

果肉比重 が低 下 し，果色は緑色 の まま で あ っ た．み つ 症

は梗あ部周辺 に 多く発生 し，果皮直下 か ら全面 に 広 が っ

て い た ，こ れらの 症状 は，地 色 値 が 小 さく着色 が 進 ま な

い ま ま果肉先熟 となる， 冷夏年 の み つ 症発生 の 様相 に 似

て い た．以 上の こ とか ら，
ニ ホ ン ナ シ 豊 水

’
の み つ 症 は，

Sourceに 対 し て Sinkが 小 さす ぎ る 場合 に 生 じ る生理障

害 で あ る と考え られ た．
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